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Thompson, 1994; Lamon, 2005）。Kaputらの概念枠組みは，それと同時に，同値性，均質性の認識が「比
率としての比」を支えるアイデアとして重視されており，2量の間に成立している比例関係をどの程
度一般化して捉えているかという一般化に関わる側面も重視されている。この一般化の側面は，代数























銀器 7  14  21  28  35 
磁器  4   8  12  16  20 
2 つの参照物 A と B を区別し，意味的対応を作り，A，B の中
でそれぞれ単位を作り対応を作る。第 3 の量と第４の未知量と
















磁器 4/7 個） 
392×4/7＝224（個） 




量と第 3 の量をかけて未知量を決定する。 
（注）推論例での問題：「あるレストランでは 7 個の銀器と 4 個の磁器を各テーブルマットにセットする。昨晩，




























問１．長さが 6 メートルで重さが 390 グラムの針金があります。この針金 10 メートルの重さはどれだけになる
と思いますか。 
問２．ア，イ，ウの３つの部屋のそれぞれに，次のように人が入りました。 
アの部屋の大きさは 20m2 です。アの部屋には 12 人が入りました。 
イの部屋の大きさは 20m2 です。アの部屋には 6 人が入りました。 
ウの部屋の大きさは 12m2 です。アの部屋には 6 人が入りました。 
ア，イ，ウの中で，一番混んでいる部屋はどれですか？ 
問３．Ａさんの自動車は，ガソリン 10 リットルあたり 150km 走ります。Ａさんの自動車について，次の問い
に答えてください。 
(1) ガソリン 30 リットルでは何 km 走りますか。 
(2) 60km 走るには，ガソリンは何リットル必要ですか。 
(3) ガソリンの量と走る道のりの関係を表すグラフを下に書いてください。（スペースは省略） 
(4) ガソリンの量(リットル)と走る道のり(km)の関係を表すことばの式を書きましょう。 
(5) この車で 800km 走るには，ガソリンは何リットル必要ですか。ぴったりの答が出ないときは，「約何リ
ットル」と答えてもいいです。 


































1 (a, b)から(1, c)を作る。乗除
の計算。 
問 1. 390÷6＝65  65×10＝650. 問 2. アイウを 1m2 あたりの
人数や 1 人あたりの面積で比べる. 
1 (a, b)から(1, c)を作る。加減
を含む計算。 




問 1. 390× 5/3 ＝650. 問 3 (1). 30÷10＝3  150×3＝450.  問
3(2). 150÷60＝2.5  10÷2.5＝4.  
公倍数 
1 (a, b)から(ac, bc)を作る。(c
は自然数) 
問 2. アとウを，12 と 20 の公倍数の 60m2 にして，60m2 で
の人数を比べる. 問 2. ウを×2 をして，24cm2 で 12 人にして
比べる.  
半分 
1 (1, 1/2)を作り，(a, b)と比べ
る。 
問 2. ウは部屋の半分に人がいる。アは部屋の半分が 10 なの
で半分以上に人がいる。 
その他 1 (a, b)から(a/3, b/3)を作る。 問 1. 390÷3＝130  130×5＝650 
内項・外項の積 0 － 問１. 6:390=10:x, 6×x= 390×10, x = 650 
直感 
0 － 問 2. なんとなく. 問 2. 12m2 で 6 人はきつい. 問 2. 20m2 の
部屋に 12 人も入っている. 
差 0 － 問 2. 差によってアとウを比べる 
片方の量の無
視 
0 － 問 1. 390×10＝3900. 問 3(2). 150÷60＝2.5 
機械的な計算 0 － 問 3(2). 4500÷60＝75. 問 3(1). 30×150=4500.  

































































































   









   







10L で 150km の情報から，1L で 15km を作り出し，1L, 15km をベースにして，次々にデー
タを作る 
(例) (1L, 15km) (2L, 30km) (3L, 45km)…のように数値を作る 
Ｂ 
（19%） 
10L で 150km の情報のみをベースにして，次々にデータを作る 
(例) (10L, 150km) (20L, 300km) (30L, 450km)…のように数値を作る 
Ｃ 
（14%） 
10L で 150km という情報と，(1)および(2)から得られた情報（またはその一部）を使う 















































































分類 ことばの式での解答例 文字式での解答例 





























数字式 150×3＝450 － 
その他 １ℓ＝15km － 
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